
令和８年度
１級建築施工管理技術検定

第二次検定

～問題１ 解説～



「廃棄物削減」「品質管理の向上」
「近隣環境への影響軽減」「安全作業」
「災害防止」等

重複注意！
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頭文 なお書き



R8

「廃棄物削減」「品質管理の向上」
「近隣環境への影響軽減」「安全作業」
「災害防止」等

R8

３事例

全て異なる内容で
５事例必要

※ 「次工程への早期着手」に関する記述は、
「工期短縮」に抵触する可能性あり

重複注意！！



R8



建ぺい率=
800

480
= 60.0％

設備用架台ではないが、、
ハト小屋 ・先組み工法

（工場ユニット加工）
・機械式継手

[工事概要にはないが、書ける内容]
・仮設足場のユニット解体

・ラス型枠工法（基礎）
・デッキスラブ
・スラブ開口部補強筋ユニット工法
・パーマネント工法
※重複注意！！

EVホール
そこそこ広いかな..

通常工期

・杭頭破砕剤

基礎配筋に、
足場が必要



骨材が入ってる
吹付仕上げ

プレカット

セルフレベリング工法

改質アスファルト
シート防水
・トーチ工法

・常温粘着層付
ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ



令和８年 問題１ 小問１

..他 10事例



令和８年 問題１ 小問２

※ 答案の内容に重複はありませんでしたか？

※ 「品質に関する施工上の留意事項」を書いてませんか？（ないと思うけど…）

※ 枠内に収まっていましたか？

※ 丁寧に書けましたか？

..他 ７事例



問題１ 解答例（小問１全13事例）

問題２～問題６ 解答例

ＴＡＣ１級建築施工管理技士講座ＨＰ

請求フォームより解答例プレゼント！

検索☞ ＴＡＣ 建築施工 ブログ





令和８年度
１級建築施工管理技術検定

第二次検定

問題２～６ 解説



過 
H30 

初 

過
R1

引
込
柱仮

囲
い

電
柱

分電盤

※設問に「施工計画にあたり検討すべき事項～」とあるので、
語尾は「～検討する。」「現在形 言い切り」かのいずれでもよい。

※「電動工具の取扱い」や「溶接作業」に関する、感電災害防止に関する記述は、
２次側（分電盤より内側）になるため該当しない。

※「電線へのクレーン接近による放電」は「電力の引き込み口」より外側になるため該当しない。



1. 墜落、転落による災害（過H26,30,R4） →災害防止で絶対出るとこなので得点源 ★

2. 公衆災害（初）→「飛来・落下」「崩壊・倒壊」等から書ける 何かしら書ければ得点源 ★

3. 工事用電力設備による災害（H30「電気による災害」）
電力の引込口から分電盤（分電盤を含む）までの区間を対象





1.作業⑥の作業内容を記入しなさい





2.総所要日数



3.作業③の最早開始時期：４日

作業③の最遅開始時期：５日
＝[後続作業④の最早開始時刻］－［作業日数］＝７-２＝５日

4.作業② TF：２日、FF：１日
TF＝[作業②の最遅終了時刻]－[作業②の最早開始時刻]－[作業日数]

＝５－１－２＝２日
FF＝[後続作業③の最早開始時刻]－[作業②の最早開始時刻]－[作業日数]

＝４－１－２＝１日

作業日数
TF： －  －作業日数
FF： －  －作業日数



過 
H30 

初 

過 
R4 

過 
H26 



仕上げ工事 項目別 問題一覧

防水工事
【H24】鉄筋コンクリート造建物のアルミサッシの枠回り目地に２成分形変成シリコーン系シーリング 材を充填するとき
【H30】屋上アスファルト防水工事において、平場部にアスファルトルーフィング類を張り付ける場合
【H28,R4】屋根保護防水断熱工法における保護層の平場部

左官工事 【H26】外壁コンクリート面に防水形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材（防水形 複層塗材Ｅ）を用いて外装仕上げ
【H30,R4】外壁コンクリート面を外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材（外装薄塗材Ｅ）仕上げ
【H28,R6】内装床の張物下地となるセルフレベリング材塗り（固定プラント式のスラリータイプ）

タイル工事 【H24】外壁下地モルタル面にセラミック（小口タイル）を密着張りとする場合
【H30】外壁下地モルタル面に小口タイルを改良圧着張りとする場合
【H28】鉄筋コンクリート造の内壁モルタル下地面への有機系接着剤によるタイル 後張り工法
【R2,6】タイル工事において、有機系接着剤を用いて外壁タイル張りを行うとき

屋根工事 【H26】鉄骨屋根下地に金属製重ね形折板葺きとするとき
【R2】屋根工事において、金属製折板屋根葺を行うとき

金属工事 【H24】鉄筋コンクリート造建築物（階高４ｍ程度）に間仕切り壁の軽量鉄骨下地を取り付けるとき
【H30】パラペット天端にアルミニウム笠木を設ける場合（パラペットは現場打ちコンクリート）
【R6】金属工事において、パラペット天端に押出形材の既製品であるアルミニウ ム製笠木を設けるとき

（パラペットは現場打ちコンクリート）

建具工事
【H18】コンクリートの外壁にアルミサッシの枠を取り付けるとき、枠回りの充填モ ルタルを施工する前に行う

取付け精度の検査項目
【H20】鉄筋コンクリート造におけるアルミニウム製外部建具を取り付けるとき（墨出し又は取付け後の養生 除く）
【R4】鉄筋コンクリート造の外壁に鋼製建具を取り付けるとき

内装工事 【H26】せっこうボード下地に壁紙を直張り工法で張るとき
【H28,R2】内装工事において、天井仕上げとしてロックウール化粧吸音板を、せっこうボード下地に張るとき

（下地材の調整、開口部補強及び張付け後の養生 除く）
【R2】断熱工事において、吹付け硬質ウレタンフォームの吹付けを行うとき
【H26,R4】木製床下地にフローリングボード又は複合フローリングを釘留め工法で張 るとき（下地又は張付け後の養生 除く）
【H24,R6】内装床工事において、ビニル床シートを平場部に張り付けるとき（下地 除く）

＝



過 
H30 



初 



過 
R4 



過 
H26 

＜直張り工法＞
❶ 壁紙類を張る場合は突付け張りとする
❷ たるみ、模様等のくい違いのないように、裁ち合わせて張り付ける
❸ やむを得ず重ね裁ちする場合には、

 下敷きを当てて行い、刃物で下地表面を傷つけることがないようにする 
❹ 薄手の壁紙類を張る場合

→重ね張り：重ね幅10㎜程度、陰影の生じない方向に重ねる



過 Ｒ２

「安全係数」
吊り材の切断荷重の値を、
吊り材にかかる「最大積載荷重」で除した値。
安全係数が大きいほど、安全。



過 Ｒ4

爪状 平板状

れき・砂質土→ローラー等による転圧や締固め 
粘性土→良質土への置換・ｾﾒﾝﾄや石灰等で地盤改良



過 Ｒ4

共通工程



過 H30臨



過 Ｒ4

・せき板材質の透水性又は漏水性が大きいと最大側圧は小さくなる

・打ち込んだコンクリートと型枠表面との摩擦係数が小さいほど、
液体圧に近くなり最大側圧は大きくなる （大きい✕）

内部摩擦係数が小さい



過 Ｒ2



初 一次検定の内容から



初 一次検定の内容から



過H28,R1



初 TACﾃｷｽﾄｐ622掲載アリ



初



合計 68点+問題１：32点＝100点（仮）42点（目安）

6割：68×0.6＝40.8点

★がとれてると、



問題１ 解答例（小問１全13事例）

問題２～問題６ 解答例

ＴＡＣ１級建築施工管理技士講座ＨＰ

請求フォームより解答例プレゼント！

検索☞ ＴＡＣ 建築施工 ブログ
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